
ユニージーラン ド南島の氷河地形について

水 野 裕

葦者は前号の弘大地理にニユージーランドの北島に王として分布する火山について報告 した.今回

はニュージーランド南島の地形の うち､特に氷河地形についてその概略を報告する｡

<南島の地形 ･地質>

前号でも述べたが､北島では丘陵地が70勿以上を占め､山地は2口頭に満たないoこれに対 し

て南島(r-i7ロ%が山地､ 20虜が丘陵地､残b1O多が低地である.

南島の地質は北島にくらべて一般に古 く･花尚岩戸変成岩が広 く分布 し､背梁山地の南アルプス

は王に雲母片岩や硬砂岩･桂質粘板岩をどからなっている｡この南フルブスは第三紀末の造山運動

(カイコウラ造山運動と呼ばれている)によって形成盲れたもので､大規模を断層を伴 っているの

が特徴的である｡

南アルプスには最高峰クック山 (Mt.Cook,標高 5764m)をはじめクスマン山 (Mt･Tasman,

5495m )･アスピリン山(Mt･Aspiring,5口5dmJ)などB800竹磯 の山々が 17も並び､周

辺部の山地でも1500m,内外の標高を有 している.

< フィヨル ド>

南アルプス南端の西側は山地が直接海にせせっているため､この地域にはノルウェーの海岸と同

じような大規模をフィヨル ド地形が数多くみられる (第1図).
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第1図 南島の概念図
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長さ 20KnL)･ジョージサウンド(G･eorgeSouTld ,20En)･ キャス クエルサ ウン ド

(caswellSound ,1占伽 )･ダウトフルサウンド(I)oubtfulSound ,55Kq.)･ダ女キー

サウンド(I)usky Sound.40Em.)をどのフィヨル ドはこれらのうちでも代表的をものである.フ

ィヨル ドランドと一般によばれているこの地域の地質は盲生代の片麻岩 ･閃緑岩 ･花繭岩をどで構

成されておD､フィヨル ドのほか U字谷 ･懸谷 ･尖峰をど各種の.氷河に関連する地形が随所にみら

れる｡数多くのフィヨル ドのうち､ ミルフォードサウンドとダウトフルサウンドは南島でも代葬的

夜貫勝地として知 られ､多くの観光客を集めている.

夜か､氷河作用に関連のある地形のうち氷河湖は南アルプス東麓地域に多く､テ7ナウ湖

(TeaTlau,面積 544bri2)･ワカテイブ湖tWakatipu,292km2 )･ワナカ湖 (Wanaka ,

195byl2) ･マナポウ1)潤 (Manapouri,.14dkmf )をどは特に大きをものである (第1図)o

<氷河の分布>

ニ-ジーランドは全体として偏西風帯に罵しているが､南アルプスはこの偏西風に対してほほ直

交する背梁山脈であるため西側は多雨､東側は乾県という対称的を気候地域を形成 している. この

偏西風によってもたらせれる生間 2508.m以上の降雨は高山地境においては万年雪や-氷河形成の

素因と在っている.南アルブrss 最高峰のクック山周辺にはクスマン(Tasman,長さ29k〝㌔)

マ ーチノン(LSurchis.n,18knf)フォックス (F.x ,15km )フランツジヨセ'フ(FranZl

Jose'f,14KnL)をどの大きを氷河が集中している (第 2図)o 現在､これら氷河の先端は東側斜
ヽ

面では標高 占･00m付近､西側斜面はそれ エbずっと低 く290仇付近である.

第 2図

クック山周辺の氷河分布図
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く氷河の後退>

次にニュージーランドに現存するするこれ ら氷河のうち､南アルプス西側に分布するフランツジ

ヨセフ氷河とフォックス氷河を例にとb氷河の後退状況についてのべるO -

フランツジヨヤフ氷河は南アルプスの分水嶺付近の標高2700m付近から1500m付近まで

は幅広い圏谷氷河状の分布を示すが､ 15DOm付近からは谷氷河とをD､標高 270m付近まま

流下 している｡谷氷河の部分は長さ約 5Knlで､平均勾配は2dDmv% である.なお､現在の氷河の

末端よb下流約11KnLの地点軒は大規模を終堆石の地形 (Waihomoraineとよばれている) が

現存 してかD､これはC14によb約 11D00- 120DD年前のものと推定されている(第2図).

この地域で氷河の後退にID,いて正確を調査が行われるように売ったのは 1894年以降で､これに

よると1894年から1967毎までの75年間で 約 2Knの復唱が確認されている(第 5図).

このことは年間約 27m後退していることに

そるo Lかし､ 1951年から195占年ま

での5年間に 40Dn､また 1958年から

59年へかけての 1年間には 15qnも息速

に後退したことが確認されておれ これ ら氷

河の後退が同一速度で行われているわけでは
I

をいことがわかる0

-万､フォックス氷河は谷氷河の長さは約

占.4Kmで､平均勾配は 19t]1n/E爪である｡

現在の氷河の末端は標高 240m付近である｡

この氷河についても正確を調査が表されたの

は､フランツジヨセフ氷河と同様 1894年

か らで､これによると18914か ら19占7

までの 75年間で約 2.4E加後退 しているoす

夜わち年間平均約 55仇後退 したことに売る｡

しか し､このフォックス氷河でも前記のフラ

ンツジヨセフ氷河同様､ 1950年代には急

速を後退がみ られる(第 4図)o

例えば 1955年から1967年までの 12

年間に 1500m､また 1955年から56

年へかけての 1年間には実に550mも後退

しているのである.

第3図

フランツジヨセフ永河の後退状況図
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第 4 区1

フォックス氷河cL)後退状況図
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